




















なった。様々な FOSS(Free/Open Source Software) の開発、動画共有サイトや
SNS、クラウドソーシング・プロジェクト等を含め、近年における経営上の価値









切ではなくなった (e.g., Bruns, 2008; Tapscott and Williams, 2008; Malone et 
al., 2009)。オンライン・コミュニティはこれまで理論化されていなかった方法
で、比類のない規模と範囲でナレッジ・コラボレーションが発生する仮想組織形
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ントによるシステム・インターフェイスの乗っかりやすさを表している。
　以上のことから、製品やビジネスの相互依存パターンとして、オープン / モジュ


































究も主に IT 産業を事例として行われているケースが多かった (Prahalad and 
Ramaswasmy, 2004)。学術的には、当該概念は元々 Moore(1993) によって伝統
的な産業の枠組みを超えた産業の境界における競争の様子をあらわすメタファー
として用いられた。Iansiti and Levien(2004) はビジネス・エコシステムの特徴















　エコシステムでは、エージェント間の相互依存性／相互連結性 (Iansiti and 
Levien, 2004) といったプレイヤー関係がシステム全体にもたらす影響に着目
する。例えば補完財提供者との関係は、製品／サービスの価値に大きな影響を
及ぼす (Adner and Kapoor, 2010)。そうした製品やサービスの生み出す価値
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